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直！妾経費 ゴ陰同一 ■■で口 妾経費 ,△～二口ロ ￣
｜、’ z成１７年度 6,700,000 6,700,000
平成１８年度 4,300,000 4,300,000
平成１９年度 4,400,000 660,000 5,060,000





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































同種5時nＨ 3.5時間 6時間 3.5時間
クスして生き生きした状態に変化していることがわかる。
しかし、２月の受講前は９月に比較し、「疲労｣、「混乱」得点は下がっていたが、気が
はりつめ抑うつ感を感じている状態であることがわかる。９月と同様に研修後はPOMSの項
目全てに有意差が見られ、緊張状態が緩和されているといえる。
表３Ａ県の新人看護師の受講前後の比較
受講後 ｵ検定受講前
９月
POMS得点
緊張一不安
抑うつ－落込み
怒り一敵意
活気
疲労
混乱
LOC得点
SE得点
8.67±5．９７
８．３±9.69
2.57±4.51
11.83±6.15
6.35±6．５７
８．０±4．５６
15.59±6.48
16.72±1１．１７
9.05±7．９３
７．４９±5.14
13.49±7.34
12.48±5.13
48.80±5.66
22.85±4．４８
ｐ＜0.001
ｐ＜0.001
ｐ＜0.001
ｐ＜0.001
ｐ＜0.001
ｐ＜0.001
ｐ＜０．０１
ｐ＜0.001
51.04±6.64
24.72±4．７９
２月
POMS得点
緊張一不安
抑うつ－落込み
怒り一敵意
活気
疲労
混乱
LOC得点
SE得点
９．８３±6.58
10.66±10.66
５．３７±8.05
１１．１８±6．１０
８．３９±7．１９
８．６０±4．７７
ｐ＜0.001
ｐ＜0.001
ｐ＜０．０１
ｐ＜0.001
ｐ＜0.001
ｐ＜０．００１
，．ｓ．
ｎｓ．
14.23±6.65
16.19±11.80
８．２６±8．４５
８．４０±5.21
12.90±7．３６
10.95±5．３４
48.55±6．５０ 49.55±6.33
24.23±4．７６23.23±4．２７
Ｂ病院の新人看護師の受講前後のPOMS尺度、LOC尺度、ＳＥ尺度の平均点と標準偏差を表
４にまとめた。４月は就職して約１ケ月経過した時点での調査であったが、緊張状態が強
く、活力や思考が低下している状態だと判断できる。ＬＯＣ尺度も低く、統制感がないこと
が予測される結果であった。さらに９月になると疲労しており落ち込み状態が強なってい
ることが示された。各時期においても研修後はリラックスして、抑うつ状態が緩和されて
いることがわかる。ＰOMS尺度は被験者がおかれた条件により変化する一時的な気分・感情
の状態を測定できるという特徴を有していることから’)、研修直後の気分・感情の変化を
把握には妥当であると考える。本プログラムによって一時的な気分・感情の変化はもたら
されるが、次の研修前には緊張状態が強くなっていることがわかる。受講者の感想として
“先輩たちにも是非体験してほしい，，という記述があった。今回のプログラムは新人看護
師を対象としたものであるが、実際の医療現場では中堅看護師、管理職ともに強い職業性
－４３－
ストレスに曝されていることも周知の事実である。新人看護師が一時的にエンパワーメン
卜されたとしても、パワーレスな職場や緊張の強い職場に戻れば、再びパワーレス状態に
陥ってしまう。そのため、新人看護師だけでなく、全ての看護職が生き生きと働ける職場
作りへの支援が重要だと考える。
表４Ｂ病院の新人看護師の受講前後の比較
受講前 受講後 ｵ検定
４月
POMS得点
緊張一不安
抑うつ一落込み
怒り－敵意
活気
疲労
混乱
LOC得点
SE得点
19.86±7.59
18.38±12.99
５．９８±6．７９
７．６９±5.90
15.14±7.39
14.12±6.07
44.23±5.61
22.44±4．６６
13.80±7.83
13.06±11.75
３．０５±5．８２
９．９６±5．９２
９．６１±7.85
10.39±6．０８
ｐ＜0.001
ｐ＜０．０５
ｐ＜０．０５
ｐ＜０．０５
ｐ＜0.001
ｐ＜０．０１
ｐ＜0.01
ｐ＜0.001
50.05±7.40
26.75±2．０５
９月
POMS得点
緊張一不安
抑うつ－落込み
怒り－敵意
活気
疲労
混乱
LOC得点
SE得点
３月
POMS得点
緊張一不安
抑うつ－落込み
怒り一敵意
活気
疲労
混乱
LOC得点
SE得点
18.03±7.67
22.74±13.12
10.37±9．１７
５．８２±4．８８
16.53±7．１１
13.80±5．４２
46.70±5．３５
12.48±7.28
15.66±12.49
６．３９±8．４０
９．５８±6.02
12.10±7.66
10.33±5．７７
ｐ＜0.001
ｐ＜0.01
ｐ＜０．０５
ｐ＜0.001
ｐ＜０．０１
ｐ＜０．０１
，．ｓ．
ｎｓ．
48.56±5.70
22.63±4．３６21.27±4．６２
13.42±7.34
16.66±12.37
11.32±9．４９
７．５７±5.19
15.21±7.38
11.51±4.88
48.10±5.23
24.71±4．８１
11.42±7.86
12.35±11.38
７．３２±8．８８
８．１０±5.06
13.40±7．８２
９．８１±5．３１
ｎｓ．
ｐ＜0.05
ｐ＜０．０５
，．ｓ．
、．ｓ、
ｎ．ｓ、
ｎs．
ｎ．ｓ、
48.92±5.92
24.63±5．５９
－４４－
Ⅳ．まとめ
同年代の一般女性に比較し、新卒看護師は常に緊張が強く、抑うつ状態であることが示
された。しかし、“仲間，，と「喜び」「自己理解」「対人関係」「リフレッシュ」をキーワー
液としたエンパワーメントプログラムによる施設外および施設内での研修によって、受講
後にはリラックスして生き生きとした気分に変化していた。この気分・感情の変化が一時
的ものではなく、継続していくには、新人看護師だけでなく、全ての看護職が生き生きと
働ける職場作りへの支援が重要である。
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